
別紙１

平成２６年度学校運営計画書

学校名 和歌山市立伏虎中学校 校長名 藤本 禎男 作成日 平成２６年４月１８日

学校教育目標

活気に満ちた伏虎中学校

美しく、仲良く、静かで、活気ある学校

環境整美に心を配る ともに助け合って 自分で考え、自分で

生徒 学び合う生徒 積極的に学ぶ生徒

開かれた学校 ゆたかな心 確かな学力

本 ・３小学校との連携をよ ・道徳的実践力をより一 ・思考力、判断力、表現

年 り密にし、小中一貫校 層身に付ける。 力を育成するための授

度 への準備を図る。 ・生徒の心に響く「道徳 業を実践する。

の ・地域を学んだり、学校 の時間」を行うため、 ・小・中連携により、英

重 行事等に地域の方々の 授業力の向上を図る。 語を話せる生徒の育成

点 参加を促したりする。 ・生徒会を筆頭にあいさ を図る。

目 ・国際交流事業の重要性 つ運動を励行する。 ・学習発表会等で、プレ

標 を再認識する。 ・全員清掃できれいな学 ゼンテーション力を身

校を保持する。 に付ける。

・４校交流会を２ヶ月に ・落ち着いた学校生活の ・問題解決学習を各教科

目 １回行うとともに、中 中で、道徳実践力の大 で積極的に取り入れる

標 学校から２小学校に週 切さを体感する。 ことにより、自ら考え

達 １回の外国語活動の指 ・「道徳の時間」の授業 解決しようとする力を

成 導を実施する。 力アップするため、教 はぐくむ。

に ・職場体験活動を校区内 員同士お互いに授業を ・英語科において、すべ

向 の職場で行うことによ 公開する。 ての学年で少人数指導

け り、地域から学ぶ大切 ・あいさつ運動を生徒会 による指導を実施する

た さを実感する。 保護者と教職員で実施 ことで、コミュニケー

具 ・５月９日からカナダの する。 ション能力を身に付け

体 リッチモンド市に訪問 ・現在実施している全員 る。

的 し、外国人との交流で 清掃を今後も推進し、 ・論文を書き、それを発

方 日本以外の文化や環境 美しい学校を守ってい 表できる力を身に付け

策 等に触れ、日本のよさ こうとする心をはぐく る。

を知る。 む。


